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家庭婦人バレーボールについての一考察
A Study of Housewives' Volleyball 
全道ママさんバレーボール大会より
後藤 俊
Takashi Goto 
I はじめに
「ママさんバレー」， 「少年サッカー教室」， 「スイミングクラブ」， 。 この
三つは，東京オ リンピックの落し子だが，中でもママさんバレーボールは，ス トレス解消
に役立つし、女性の生命、、若さ内を保てるなどと仲々好評である。
現在では， 「小学校のPTAあるところ，ママさんバレーあり」とまで云われ，自然発生
的に生まれたママさんバレーは，ますます活発化し，社会体育の新しい基礎を示している。
ここまでになった，ママさんバレーの発生地はどこか，などと決め手はなさそうだが，
昭和23年， 24年と国民体育大会一般男子の音灯、連続優勝した，小学校の同窓会で作 った曙
鳴（おおめい）ク ラブ （広島県安佐部郡安古市〈やすふるいち〉 町）の選手達が潜在的な
"' 指導者となって、各地で婦人バレーボール大会が聞かれるようになり、昭和36年頃には，
県大会にまで発展したが、試合が盛んに行われるようになると，出場選手が固定され，そ
れに伴い 「選手はあの人たち」私たちは万年補欠で面白くないわ」 と二 ・三年で中止 とな
った。この当りがママさんバレーボール地域大会の始ま りだが，ママさんバレーボールの
持つむづかしさを端的に現わしている。 また，秋田県鷹巣町で国民体育大会バレーボール
競技が行われたのは昭和36年であり，バレーボール会場の地元の人がバレーボールを知ら
なくてはいけないと始め， 「取り入れの済んだ，たんぼに縄を張り ，ネッ ト変りにし，モ
ンベ姿でボールを追ったのが，」農村バレーボールで10年を越す歴史がある。
おそろいのユニーフオームで練習場も室内に変った現在，おかあさん遠のボールに対す
る情熱は昔も今も変っていない。
女子バレーボールの種目は，東京オ リンピックで始めて採用された種目だ、が，その効果
は思った以上に大衆にとけこんでいる姿を見て， IO C元会長のブランデージ氏も驚ろい
ている。
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それにもっと，拍車をかけているのが， ミュンヘンオリンピックでは，男子金メダル，
女子銀メダルに輝いたことが，今後はもっと盛んになるだろう。
そこで＼この報告では，どんな環境に於かれている主婦が，バレーボールを行っている
のか，意識調査によってまとめたので報告する。
E 調査の目的
昭和46年度北海道ママさんバレーボール大会に出場した主婦達は，どのような生活背景
をもっているのかを調査し，それによって，ママさんバレーボールの現状の一端を分折し，
今後より一層の発展と普及することを期待し，課題を検討すること を目的とした。
E 調査の方法と対象
予備調査，昭和45年11月，同種大会に行う。
本調査，昭和46年10月23日（土）.24日（日）札幌市立体育館他五会場で行われた。昭和46
年度全道ママさんバレーボール大会に出場するチームに対し，個人用と指導者用の調査用
紙を送付し，大会代表者会議席上にて回収を行ったが，忘れるチームも多く， また監督と
の連絡も悪く，回収は出場33チーム中， 23チーム 216名の回収が出来，また指導者用調査
用紙は18チームより回収出来たので集計した。
N 結果と考察
1. チームの形成
現在自分の所属しているチームを知ったのは，どんな情報から知ったのかを表1に見る
と，約対の者が「友が友を呼ぶ」と云うことて＼友人より紹介されている者が多く ，郡部
では，近隣の人に，また自分達が設立者であると云った者が目だつ、ことは好ましい現象で
ある。しかし，まだ，なんとなく所属してしま った者なども多い。
都市部では，近隣の人と云うより，都会型の人間関係を示しているよう であるが， PTA
型が多いのが目につく。
婦人バレーボールチームの型を，全国家庭婦人バレーボール組織委員会調査の全国家庭
婦人バレーボール大会の調査，第 1回大会の報告によると， 「同好会型，OGチーム型，
婦人会型，PT A型，その他，の五つの型に分けられる。
同好会型は自発的結合，継続的日常練習，会費の自己負担などに特色を持つ近代的スポ
ーツ ・グル プー。
婦人会型は地域集団を基盤とするだけになお未分化で，ある程度地律的要素の残存がみ
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表 1 自分の所属しているチームを知った情報
険＼空 型 郡部のチーム 都 市 部 の チ ム
総数 73 73 143 143 216 
上 今洞 八和 新 ハ千 岩大 苫稚 永 恵 岩札 む 美ミ 紋 こ
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マ マ マ ん 会マ Jil プ 葉 ン 会 小 プ ぷZ入ミ ぷ，＼、し会 辺演、必Zミ〉、マ 平 別さ
9 10 12 14 9 1 8 13 8 8 9 1015 10 9 4 10 1 6 3 9 10 8 
市町村の広報 I 1 3 4.10 2 2 4 5. 47 7 3. 2 
新 間 I 1 136 1 I 2 4 5. 47 5 2. 30 
友 人 4 3 5 6 3 2 23 31.50 8 4 2 1 2 6 4 2 3 9 3 6 2 3 5 76. 71 78 36. 40
近隣の 人 5 I 4 2 4 15 ID五4 1 4 I 2 2 2 2 14 19.17 29 13. 36
p T A 2 5 7 9 .58 7 2 8 7 1 1 6 32 43. 83 39 17. 97
バレー ボー ル協会 1 136 2 1 1 I 6 8. 21 7 3. 2 
l生 立 者 5 3 3 1 12 16.43 5 2 1 1 1 2 2 1 1 16 21. 91 28 12.90 
そ の 他 2 3 3 2 I 1 _15.06 1 I I 1 2 2 I 1 1 12 16. 4323 10. 59 
られる。
PT A型はこの両者の中間的タイ プと云ってよい。
0 Bチーム型は日常活動のグループと云う よりは，かつて所属 した学校や職場の部を基
盤に，試合毎にチームのつくられる行事志向型と云ってよい。
その他は一つのタイ プとは云えないが， 農村地域に多く， しかも婦人会型ではない。」
これに従って本調査のものを区別すると，同好会型11，婦人会型 1, PT A型 5，その
他 として，バ レーボール教室の延長I，となっている。
チームに所属した動機を表 2に見ると， ノfレーボールが好 きと第 1位に選んだ者が郡部
都市部にも多い。第 2位にはスポーツが好きな者，第 3位には運動不足の解消にと云うの
が多く ，変ったところでは，若々 しさを保ちたいと云う動機もあり， さすがは若々 しさを
何時までも保ちたい女性の本心を表わしている。
参加者の年令分散を見ると，30才一35・6才が多く，若さを取 りもどそ うと云う気持ち
と， 子供が大 きくなって来た時代で，経済的な安定，時間の余裕と云う こともあ り，一番
活動的時代 と云える。
チームづ くりは，勝敗にこだわることな く健康増進，レクリエーショ ンでなくてはなら
ないし，地域の活動を最も重視するチームにしてほしいものである。
表2 現在のチームに入った動機 （第1順位，第2順位の重答）
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2.練習の背景
ここでは，まず指導者，施設，時間と経費が問題となる。そこで表4を
参考にしながら指導者の概要を述べる。
（イ）指導者の職業は55%は，小学校教員と云うことでPT A母体から育て
られている家庭婦人バレーボールの主流を裏づけている と考えてよい。
（ロ）また指導歴を見ると最近の家庭婦人バレーボールの波に乗って，指導
者となった者が大半を占めている。 しかし日本バレーボール協会，北海道
バレーボール協会で養成する公認コーチ，審判員，日本体育協会で養成す
る トレーナー，やがてはスポーツ指導員などのような資格を持っている者
は，りに示す如くであり，特に日本バレーボール協会が家庭婦人，小中学
生，青年チームを育成しているC級公認コーチが， 現在本道に約90名いる
が少ないことに気付く，つぎに，同に示す如く指導する動機となった経過
を見ると，バレーボールの普及発展を願って指導者となった者が殆んどと
云ってよい。
では指導者としての主体性を，（ホ）に示すと，中学校，高校，その他のチ
ームを指導しながら，家庭婦人バレーボールも指導している者も多く一考
を要する次第て＼日本体育協会のスポーツ指導員の育成と，日本バレーボ
ール協会公認コーチの増員が必要である。
次に施設，特に練習の場所を， Lイ）に見る とPT A型チームが多いことか
ら学校（特に小学校）の利用が郡部になるにしたがって多い。同好会チー
ムは学校開校の学校，公共体育舘，青少年会舘等が利用されているが，体
育舘等では， 1回の専用使用に 2,000円から万単位の使用料まであ り会場
探しに苦労する有様で， 1万人たらずの人口の町村
に立派な体育舘があるのと比べると札幌市などは
ハ）協会資格の内訳
ニ）ママさんバレーの指導者になった動機
学 校 P T Aより発展し て
家庭婦人バレーの普及を考えて
バレ ー ボール教 室を 通じて
公民舘の依 頼によっ て
計
日本バレー ボール協会
C級コーチ??
?????
スポーツト レーナー
日本バレー ボー ル協会
審 判員
北海道バレー ボー ル協会
A級審判員
ホ）指導者としての主体性
家庭婦人バレーを指導するのが主である者
家庭婦人バレーを指導するのが従である者
北海道バレーボー ル協会
B級審判員1 0 
8 
表4
イ）職業
小学校教員110 
自衛官 I2 
社教主事 I1 
会社員 I1 
公社員 l
そ円i
口） 指導歴,l: 
3 1 
4 年 1 
5 年 2 
6 年
8 年 1 
10 年 1 
1年以 上
計 18 
2 
3 
4 
?
1 
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二桁の数の体育舘がなければならない。（ロ）を
見ると 1週に 1-2回住の練習日として適当
となっている。件）の如くの時間帯は，土曜日
は午後が使用出来るが，日曜日は，試合また
は，家庭の休息日， レジャーの日として忠康習
日になっているチームは 1チームのみしかな
表5
イ）練習の場所
ハ）車廉習を行ってい
る曜日（重答）
学 校 I 14 
公共体育舘 l 3 
青少年会舘
月｜火｜水｜木l金｜土｜日
3161514121911 
計 18 
ニ｝練習時間帯
しミ。
ロ）練習の回数（一週） （重答）
平日は， 学校開放の時聞から考えても自然
に夜の方が多い。だが都市部のチームに於い
ては，子供が学校に行っている午前10-12時
までが適当とされているが，自営業の多い職
業を持つ婦人達とか，指導者のことを考える
1 回 8 午前 ｜午後｜夜
2 回
3 回
計
9 
1 
18 
と夜間がよいとされるが，家事との関連を慎重に考えなければい
けない。（ホ）練習の時間は， 2時間～3時間が多く体力から，また
時間的なことから考えでも適当と考える。
り曜日の選び方は大きく週2回の練習日なら週の前半と後半に
1回づっ と分けられる。
2 8 12 
ホ）練習時間
2 時間 9 
2時間30分 1 
3 時閥 5 
無記入 3 
言十 18 
経費について表6で示すと，平常チームを運営する経費は，個人より会費を定期的に集
めるものと，その都度実費で集めるものと，町村費， PT A費で補助されているようで，
同好会型チームは会費で＼町村のスポーツ教室より育成されたものは町村費で， PT Aサ
表B イ）チームの会費
月 I 100円 4 
200円 3 
額 300円 4 
年 300円 1 
額 800円 1 
計 13 
ハ）その都度実費で集金
2チー ム
口）その他会費を集めないチームの経費
市町村費で年額 8,000円1チーム
PT Aサー クル費 10,000円1チーム
会費と PT A費 金額不明lチーム
ニ）指導者が手当，交通費，謝金等を
受領しているかどうか。
受 領 し て い ない 10 
受 領している 5 
／この内2チームは市町村費となっている＼
＼ Iチームは会費より ノ
受領金額はその都度実費というものもあるが
( 1ヶ月）800円～2,000円が多い。
ークルのものはPT A費で補助などとチーム実状が異っている。それにこれからは指導者
に対しての交通費実費位は支払いたいものである。
指導者自身家庭婦人バレーボールチームを指導するために，現在一番困難な事項を挙げ
てみると次の如くである。
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婦人特有の人間関係………・……・…一…...・H ・－－…・………………・ 5
主人の無理解 ..・H ・H ・H ・－－……・・・・・……………….....・H ・…………・ 5 
技術上の問題（個人差） .・H ・－－－…・・…・………………・・・・・………－－ 2 
時間の問題（夜の練習）……一……ー…・・・・……………………….. 4 
試合の為のバレーになるのが残念一一……・…・・……・…・…・・……・ 2
場所の問題（学校）・
仲間を増やす
健康管理…・……・・・…....・ H ・....・s・－－……………………・….. 1 
経費の問題 ……・・・・・・・・…...・ H ・－－…・・……………….＂.・ H ・－－………・ 1 
以上の問題は総合して検討する事項もあるので後述する。
最後にチーム成員自身の背景を考察すると，練習会場までの交通，家庭の協力などにつ
表7 イ）交通の方法
類 型 郡部のチーム 都 市 部 の チ ム
総数 73 73 143 143 216 
』ーー
標上 今 i同八和 新 ハ干 岩大 苫 稚 永 恵 岩札 む小 美ミ 紋こ
土 爺 雪百 見 麻 小内 山 庭 見 幌 栂 唄セ手 ス 歳 母 N 茶幌 金村 町 案 十 N 沢 つ ま N
% 牧毅 沢 沼 ス % 1 % ム マ カ マ同 若九 ヲ同 同 ＋ 名 ママ 同 マ 津 1 青 若 グ み 東 < 2 ~ 項 日 ママ マ 草 1レツ ゴ 好 妻鱗 ぷ好 好 マ 赤さ 好
7 7 マん 会マ Il プ葉 ン会 小 プ 1弐λ L京λ し会 d京＇ L京' マ平 gj さ
~ 
9 10 12 14 9 1 8 13 8 8 9 1015 10 9 4 101 6 3 9 10 8 
電 車 。。 2 1 3 2. 09 3 1.38 
ノ、ー ス 。。 6 2 5 1 7 6 3 3 1 34 23. 7 34 15. 74 
自 転 車 2 5 1 6 7 3 446. 57 2 I 1 I 1 8 2 1 171. 8 51 23. 61
自家用車 2 2 1 2 7 9.58 12 3 2 1 8 2 1 2 2 34 23. 7 41 18. 98
徒 歩 7 3 12 2 4 3 142. 46 1 5 6 6 8 1 1 2 2 3 3 6 5 49 34. 26 80 37目。3
鉄 道 。。 。。 。
タク シー 。。 I 2 I 1 6 4. 19 6 2. 7
ノf イ ク I I ). 36 。O I 0. 46 
いて述べる。
練習会場まで行く交通の方法は，表7の如くで，郡部チームでは徒歩，自転車が殆んど
である。 都市部チームでは，34.26%が徒歩，23.77 %がパス利用， 23.77%が自家用車．
11. 88 %が自転車となり，タク シ一利用者が4.19%いることが特異なことと思うし，乗車距
離が2km-3 kmの聞となっている。自家用車の場合も時間の経済のみ考えてか平均距離は
2.59kmとなっていて，徒歩の表で見る如く 7kmも9kmも歩いて来る人のことを考えると甘
えがあるようだが，夜間の練習となるとうなづける面もある。
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家庭の協力態勢をみると，まず家族の構成特に子供が何人いるかを表 8でみると，郡部
.i! 離
1 h以内
1. 5km以内
2. 5回 以 内
7 
9 
： VA－ 
回一！ ？ 
i由
｝団
、類型
総数
チ
ム
名
項 目
N 
。 人
1 人
2 人
3 人
4 人
5 人
記入無 し
一VA－
（徒 歩）
所用時間 N 
10分 57 
20分 21 
30分 。
2時00分
2時30分11
一分－j i
i一品v－！ j！ 距 離
I km 
1.5 同
2.0 km 
2. 5 km 
3.0 km 
．‘ 
4.0 km 
Xl.91km 
郡部 のチー ム
73 73 
標上 今渦 八和 新
士 爺 雲
ヲ匹 幌金 村 町 寒 十 N 
マ
マ ママ マ 同 マ津 1 
さ好
ママ マ ん 会マ JI 
9 10 12 14 9 1 8 
表7 口）所用時間と距離
（自転車） （自家用車）
所用時間 N 距 離 所用時間 N 
5分 20 1.0 km 3分 9 
8分 17 2.0 同 5分 19 
10分 10 2. 5 同 6分
13分 2 3.0 回 7分 5 
15分 4.0 ｝四 8分 2 
20分 6.0 回 12分 3 
X(S分18秒） 51 8.0 km 20分 2 
X2. 59km X( 6分21秒） 41 
表8 子供 の数
都 市 部 の チ
143 
ハ干 岩大 苫稚 永恵 岩札 む小
見 麻 小 内 山庭 見 幌 つ 樽ス 歳 母沢
牧親 沢% カ マ 同 若九 同 同
若 グ
青 マ み 好ツ コ 好 草 ル 妻鱗 ぷ好
プ葉 ン会 小 プ 1三A ぷZミλ し 会 1ス誌 ，ヱbス' 
13 8 8 9 IO15 IO 9 4 IO 1 6 
1 I 1 2 2 7 9. 58 1 3 1 I I 
（パス・電車）
距 離 所用時間 N 
4 ｝由 10分 9 
6 l四 20分 10 
8 同 30分 8 
10 同 40分 8 
12 km 50分 2 
X7.13km X(26分07秒）37 
ム
143 216 
トー －
美ミ 紋 こ
唄セ N 
沼 7. 
ま N
I % % ＋ 
東 N < 2 
マ 赤 2 
マ 平 別さ
3 9 10 8 
1 I 9 6. 29 16 7. 40 
I 1 ?. 2 1 1 1 9 12.32 1 1 2 1 3 3 1 3 I 1 I 3 1 2 23 22.37 32 14. 81 
5 4 8 4 7 6 5 3953. 42IO 6 7 6 9 10 3 5 2 3 8 3 2 4 7 489 62. 23128 59. 25 
2 4 I 5 1 2 1 16 21.97 1 2 1 3 1 3 I 2 1 2 2 19 13. 28 35 16. 20
。。 I 1 2 1.38 2 0. 92 
I 1. 36 。O I 0.46 
1 I 1.36 1 1 0. 69 2 0. 92 
では，2人が53.4%, 3人が21.9%, 1人が 1.2%，都市部では， 2人が61.8%, 1人が
16.6%, 3人が13.1%となっている。それよ りも ここで考えなければならないことは，練
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習中に子供の世話を誰がするかと云 うことと思う。それを表9に見ると，主人が世話をす
表9 練習中の子供の世話
刊： 郡部のチーム 都 市 部 の チ ム52 52 62 62 114 
一標上 今 1同 八和 新 ハ千 宕大 苫稚 永 恵 岩札 む小 美ミ 紋 ζ
士 爺 雪コ可 見 麻 小内 山 庭 見 幌 つ 樽 唄セチ 茶幌 金村 町 寒 十以 ス 歳 沢 母 み N
‘N 
% 牧親 沢 沼 ス % 1 % マ tJ マ同 若 九 同 同 ＋ ム 同 マ 若グ 東 N 名 ママ ママ 津 I 青 マ Jレ み 好 < 2 2 ツ ゴ 好 妻鱗 ぷ好 マ 赤さ 好 草 l
ママ マん 会マ JI プ葉 ン会 プ会 会し ぷ，ミ、 dヨ民誌 ~ マ平 別さ
項 目 N 
7 9 6 10 4 9 7 0 3 1 7 7 2 7 6 1 3 I 2 2 7 6 7 
主 人 3 6 4 4 1 5 5 28 53. 84 3 1 4 1 4 6 1 1 1 1 2337. 09 51 4. 73
兄弟姉妹 2 1 1 2 1 1 8 15. 38 3 2 2 1 2 I 3 15 24.19 23 20.17 
実母と主人 2 I I I 1 6 1. 53 I 1 2 3.2 8 7 01
近所の人 1 I 1. 92 。0 1 0.87 
保 育 所 1 1. 92 2 2 3. 2 3 2. 63 
お手伝さん 1 I 1.92 1 1 1. 61 2 I. 75 
一緒に連れて行〈 1 I 1. 92 3 1 3 1 I 1 4 14 2. 5815 13.15 
そ の 他 2 I 2 1 6 1. 53 1 1 2 5 8.06 1 9.64 
ると云う のが郡部で53.8%，都市部で37.0%ある，兄弟姉妹と云うのが郡部で15.3%，都
市音町、24.1%，次に郡部では実母と主人でが11.5 %，その他11.5 %とな り，都市部では，
一緒に連れて行くが22.5%とあるが，体育舘の施設，特に保育の受け入れ体制と その係が
これからに残される一つの課題で，体育舘の現状を考える と指導員すら居ないのにまだ先
の事と思うが必要である。
次に，主婦が一生懸命になっているのにその主人達はどう考えているのか，主婦の側か
らの観察による協力態度を見ると表10の知くである。大賛成，賛成， 奨めてくれる。協力
的までの項目を合計すると郡部で47.9%，都市部では64.5%，協力態度が大いに有りと見
てよい。これは生活環境とかスポーツへの理解度の違いと見てよい。また反対に余り賛成
しない。反対と云う ものが郡部に10.9%，都市部に 6.2%いる。また無関心と無記入と云
うことは，おそら く家事をうまく 行なうな ら別に害になることでもな く良いのではないか
と云うことらしい。そこで上手に練習日を過している一主婦の意見を聞くと， 「家事には
支障のない範囲ですることを主人に約束しているし，自分の為には体重を現状維持にした
い。それに主婦だから練習とか試合だけで、をく，練習の合い聞や，体育舘の行き帰りに子
供のことなど，いろんな方々と お話をしたいし， 多く の友達が出来る。 私にと っても良い
こと は，時間を作るために自然家事もテキパキとするようになるし，細 く気をつけるよう
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表10 主人の協力態度
類 型 郡部のチーム
総数 73 73 
標上 今渦 八和 新 ハ干 岩大
子 土 爺雲 見 麻
茶幌 金 村 町 寒 十 N
ス 歳 沢
ム % 
名 マ iJ マ同
項 目 ママ マ マ 同 マ 津 1 青 マ
さ好
、ノ コ好
N マ マ マん 会マ JI プ 葉 ン 会
9 IO 12 14 9 I 8 13 8 8 9 
大 賛 成 。0 3 2 
賛 成 2 1 1 1 6 8. 21 4 1 3 1 
奨めてくれる 2 1 I 4 5. 47
協 力 的 3 5 4 4 3 2 4 25 34. 24 5 1 2 4 
担 関 心 1 1 3 4.10 
余り賛成しない I 3 3 1 8 10. 95 2 
反 対 。。
無 !c 入 2 6 5 3 8 327 35. 61 1 4 1 2 
になる。また才干を流すからくよくょした気分
がたまらないし，自分がくよく よしなければ
家庭も明るくなるでし ょう」と云う乙とで，
生活の区切りと，体力増進を目的として楽し
むことに重点が置かれるこ とが最大の目的で
あることが理想であるし，そ う願いたいもの
で、ある。
今迄バレーボールを行って来て自分にどの
ようにプラスになったか，またマイナスにな
ったかを表11に全国家庭婦人バレーボール組
織委員会の報告と対比してみよう。
友人が増えるとか，生活に活気が出るなど
については同じ ような傾向が見られる。
スポーツの楽しさが解ったなどは大きな差
が見られるが，全国大会に出場する ようなチ
都 市 部 の チ ム
143 143 216 
L一一
苫 稚 永 恵 岩札 tr小 美ミ 紋こ
小内
山 庭 見 幌 つ 樽 唄セ母 ま N N 
牧親 沢 沼 ス 出 1 拓
若 九 同 同 ＋ 
若 グ
み 好
東 < 2 N 
草 Jレ妻鱗 ぷ好 マ 赤 2 
小 プ 会会 し 会 会会 マ 平 別さ
1015 10 9 4 JOI 6 3 9 10 8 
1 1 1 2 IO 6. 94 10 4. 62 
2 1 1 1 3 3 2 3 1 1 27 18. 8 3 15. 27 
3 4 2. 7 8 3. 68 
4 5 4 5 2 4 3 4 3 3 3 2 5437. 5079 36. 40 
1 I 1 4 2. 7 7 3目2
2 7 4. 8615 6. 91
1 1 2 1.38 0. 92 
2 7 3 2 1 2 4 3 3 524目4762 28. 70 
表1 バレーボール活動に対する評価
（重答）
評価 項 目 全国% 全道%
友人が増えた 51. 6 57. 1 
生活に活気が出た 46. 0 43. 8 
プ 健康・体力に自信がもてる 35.9 
7 スポーツの楽しさが解る 32. 7 59. 9 
ス 時間を有効に使うようになった 31. 4 27. 6 
面 ストレス解消に役立った 30.9 55. 3 
根性がついた 2.9 9. 7 
美容に効果があった 9. 1 8. 29 
て才 出費がかさむ 19. 1 10. 59 
イ
ナ 家事や子供の世話が出来ない 16.4 8. 75
ス
面 職業の妨げになった 11. 1 4.14 
ームでは，も う解り切っていることで，ごれは選手経験の多い者が多く いるこ とからも解
る。
最後に指導者用アンケー トより，今後のよ り一層家庭婦人バレーボールを普及発展させ
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るにはどうしたらよいのかの設問の解答を見ると，
本質的に イ，家庭婦人バレーボールを本来の姿に戻し，大会の為のバレーにならない
ようにしたい。
ロ，北海道主催の全道家庭婦人スポーツ大会を実現させてほしい。
組織的に イ，連絡協議会を作り，話しょ合いの場をもっ，（普及と発展を考えて）
普及と発 イ， 地域に多くのチームをつくる。
展を考え ロ，手軽な試合を多くする。
て ハ，各町内会にチームを作り，自主的に活動を進めていきたい。
方包設につ
いて
運営から
指導者に
ついて
大会につ
いて
よいコーチの巡回指導をして項きたい。
ホ，協会は弱小チームの面倒をみる。
イ，練習場所の確保として公共の体育舘がほしい。
イ， 経費の助成をしてほしい。
イ，市町村体育舘に専任の指導者がほしい。
ロ，各チームによい指導者を専属させること。
イ，試合は1・2位を決めず＼カの同程度のもの同志で行う。
ロ，試合は親善を目的とし，他市町村を交歓させること。
以上の知くで＼これを前述した指導者として一番困難な点と総合してみると，指導者と
して大規模な大会を考えている人がいることは残念である。現在北海道的な大会は全国家
庭婦人バレーボール大会北海道予選があるがこれはチーム編成に種々な制限が加えられて
いる。それに，全道ママさんバレーボール大会の二大会で刺激的にはこの二大会で充分で、
あろ う。それに出場 しよ うとの目標から練習時間，人間関係，の問題が多く 出てくるし，
経費の問題も出てくるものと考えられる。
3 生活環境の背景
ここでは，生活環境を中心として考察してみると表12の如くである。主人の職業につい
ては，公務員が全体の19.9%，会社員20.3%，自営業が9.16%，教員6.37%，自衛官5.97
%となって，第三次産業の職業が殆んどである。なお総計が 214となっているのは， 2世
帯が末亡人で本人自身の職業欄に加えであり， 1人は会社員， 1人は店員として就労して
いる。
本人の職業をみると，郡音kもは，35.21 %の者が職業を持ちパー トタイムが一番多く表14
よりから考えても都市部より所得が少ないことが挙げられる。職業を持つ理由は特に調査
してないが，参考として道立札幌内職公共職業安定所で登録者を調査したものを表13とし
て示す。
主婦のサイドビジネスが大流行となっているが， 引三食畳寝つき庁その昼寝を有効にと
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表 12 職業について
類 型 郡部のチ ー ム 都 市 部 の チ ム
総数 71 71 143 143 214 
標 上 今洞 八 和 新 ハ干 岩 大 苫 稚 永恵 岩 札 む 小 美 ミ 紋こ
チ 士 爺 雲 見 麻 小内 山庭 見 幌 つ 樽 唄 セス 歳 母 .N 茶 幌 金 村 町 寒 十 N 沢 ま N
ム % 牧 親 沢 沼 ス 可も i出
名 マ カ マ同 若グ
若 九 同 同
同 マ 東 N 項 日 マ マ ママ 津 1 育 マ み 好 < 2 ツ ゴ 好 Jレ 妻 鱗 ぷ 好 マ 赤 2 さ 好 草 l
マ マ マ λ 会マ Il プ葉 ン会 小 プ ~ f-ミ し会 f-三 J五λ マ 平 別さ
N 
9 JO 12 14 9 I 8 13 8 8 9 10 15 10 9 4 10I 6 3 9 10 8 
公務員 6 4 2 5 3 2 2 4 3.80 1 1 1 4 2 5 1 1 1 4 2 1 2 26 18.18 50 23. 36
会 社員 1 1 2 3 2 1216. 90 7 5 3 3 4 1 6 2 2 2 1 3927. 27 51 23. 83 
主 自営業 1 1 2 2 3 9 12. 67 2 4 2 2 2 2 14 9. 73 23 10. 7 4 
人会社役員 2 2 2. 81 1 2 I. 39 4 1.86 
の 団 体職 員 1 5 1 1 8 11.26 I 2 1.39 10 4. 67 
職教 員 2 3 1 7 9. 85 4 1 2 I I 9 6.29 16 7. 47 
業 自 衛 官 。。4 1 I 9 15 10. 4815 7. 00 
国 鉄 。。 2 1 1 4 2. 79 4 1.86 
そ の他 1 1 1 3 6 8. 45 1 3 1 1 4 2 4 0 4 1 1 2 1 4 2 2 3 21.6 37 17 .20 
N 5 3 5 6 2 1 3 25 35. 21。 2 1 1 4 2 0 。 1 0 。 3 2 1611.18 41 19.15 
公 務 員 2 2 8. 0 2 1 3 18. 75 5 12.19 
本 教 員 1 1 2 8. 0 1 1 6. 25 3 7. 31 
人 団体 職 員 1 1 2 8. 0 。0 2 4.87 
の 会社員 1 2 1 4 16.0 2 2 12. 50 6 14. 63
職 店 員 2 2 1 5 20. 0 1 1 2 12. 50 7 17. 07 
業 自 営業 1 1 4.0 。0 1 2. 43
パー トタイム 1 1 2 2 1 2 9 36. 0 1 2 1 1 5 31. 25 14 34.14 
そ の 他 。。 1 1 3 18. 75 3 7. 31
パー トタイ ムに精を出している。家庭婦人バレーボールの参加者の中にもパート タイムで
働いているが全参加者の6.54%いる。また職業を持つ者が，パート タイムを含めて全体の
19. 15%となっているが，いまや主婦の職場進出は， それを受け入れる企業の側から も，進
2) 
出する主婦の側からも強 く要望 され， 社会の中に定着する方向にあるが，就労する妻に対
する夫の意識を 日本家庭生活問題研究協会の「母親の就業と家庭の健全性に対する要因の
基礎研究」 (42年）によると次の如くであるd
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表13 内職をする理由
0 しばらく は働くのもよい・・…ー ・………・29.8% 
。経済的に苦しいのでやむを得ないー …・23.3% 
。妻が働くことに自分も大賛成……・・・・・・19.5% 
。 自分は不賛成だが妻の希望で
やむをf尋ない...・ H ・11.9% 
。自分は不賛成， 早くやめてほしい…… 3.6%
。 そ の イ也ー ……………・・・・………・…・11.9%
内戦をする理由
失と死別 した
独立して生活したい
世帯主の動入が少い
世帯主の収入がない
特別支出を要する
学資を得る
技術を身につける
小遣いがほしい
日段で、ある
そ の 千也
言十
表14 1ヶ月の収入状況
類 型 郡部のチーム 都 市 部 の チ ム
総 数 73 73 143 
標上 今洞 八王u新 ハ干 岩大 苫稚 永 恵 岩札 む小 美ミ
チ 士 爺 曽胃 見 麻 小・内 山 庭 見幌 つ 樽 唄セ茶幌 金村 町 寒 十 N. 
ス 歳 沢 母
ム % 牧親 沢 i'! ス
名 マ カ マ 同 若九 同 同
7 7 ママ 同 マ 津 I 青 マ
若 グ
み 好
東
Jレ ぷ 好 マ 赤項 目 好 ツ ゴ 好 草 ｜ 妻鱗さ
ママ マん 会マ ill プ葉 ン会 小 プ ぷ民弘、 必話弘、 し会 f'ミ d京λ マ平
N 
9 10 12 14 9 11 8 13 8 8 9 10 15 10 9 4 10 1 6 3 9 
2万円未満 。。
2～3万円 1 1 2 2. 73 
3～4万円 1 2 2. 73 
4～5万円 1 2 4 1 2 1 1 216. 43 1 1 I 1 I 2 
5～6万円 3 3 6 1 2 3 18 24. 65 4 1 1 2 I 3 1 1 1 
6～8万円 3 5 2 5 2 17 23. 28 4 3 3 6 2 4 3 3 1 2 4 
8～10万円 3 2 3 5 2 I 16 21. 91 4 2 1 2 3 4 1 2 1 1 2 2 
10～15万円 2 2 2. 73 1 i 3 3 2 5 4 1 
15～20万円 。。 1 1 1 2 3 
20万円以上 1 1 I. 36 1 1 3 ． 
記入なし 1 1 I 2 2 
x 54, 527円 69, 380円
人数 % 
58 1. 38 
32 0. 76 
626 14.95 
68 1. 62 
428 10. 22 
346 8.26 
451 10. 77 
710 16.95 
856 20.44 
612 14.61 
4, 187 
143 216 
一紋こ
ま N .N 
% 1 出十
く 2 N 2 
目tl さ
10 8 
。。。。。
。0 2 1. 92 
1 1 0. 69 3 6. 38 
7 4. 89 14 17. 48
1 3 19 13. 28 37 27.12 
4 2 43 30. 06 60 21. 7 
3 1 31 21. 67 47 12. 75
2 1 24 16. 78 26 2. 03
6 4. 19 6 3. 77 
6 4.19 7 3. 24
6 4. 19 7 3. 24
表14の 1ヶ月の定期的収入を見ると，郡部と都市部てもは，大きな違いがある。 郡部てもは
平均54,527円，都市部では平均69,380円となり，表 3に示す年令より考えても解るであろ
うし，郡部の企業の小さいこと からも当然で、あろう。
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第 1分参考に全国勤労者世帯の昭和45年平均 1ヶ月当りの世帯主定期収入は65,000円，
第 4分位118,251円，第 5分位164,995第 3分位98,334円，第 2分位83,339円，位62,388円，
約 1万円住の差を考慮に入れなけれ16. 5%を考えると，昭和46年の賃金上昇率は，円で＼
5分位に該当する者もそれからみると中層以上の収入の世帯も多く 4分位，lよならない。
。??
?? ? ? ? ? ?
??
???????????????????????????????
??
?????
経済的な余裕ば生活の余裕をも生み出すとも考えられる。
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特に世相の繁栄から，全道の所有率の比較では，表15の耐久消費財の所有率をみると，
都市部では58.74%とモータリゼーションの世の中1乗用車の所有率が高 く郡部では54.8%, 
その他を見ても本調査で率が低いものは応接セット ・洋服ダンス
の項で表われているが，住居の問題と大きな関係がある。最近の台所の新鋭電子レンジの
の一端を表わしている。
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普及もまだこれからと云うことだろう。
4) 
次に住居の状況を表16にみると，北海道の住宅総数に対す
る所有関係別住宅の構成割合は，全国に比べ，持家が比較的
に少なく，給与住宅が多いが，借家についてみると，公営住
宅や公団賃貸住宅などの公営借家の割合がわずかながら全国
を上回っている。それに本調査のものを見ると，公営の借家
が多く，特に職業についての表12でも解る知くサラリ ーマン
家庭が多いことから公宅，社宅が多く，したがって給与住宅
が多くなっている。その他に， 1世帯あるが，これは住宅以
外の建物に住んで、いる非住宅居住世帯と云うことである。
次にこれらの主婦達の主人はどれだけの人達がスポーツを
表17 住居の状況
類 型 郡部のチーム 都 市 部 の
総数 73 73 143 
標上 今 i同八和 新 ハ干 岩大 苫稚 永恵 岩札
土 爺 雲 見 麻 小内 山庭 見 幌チ 茶幌 金村 町 寒 十 N ス 歳 沢 母
% 牧親 沢
ム 7 1 マ同 若九 同
名 ママ 7 7 同 マ 津 l 青 マ
若 グ 』
好 J ゴ 好 草 1レ 妻鱗 ぷ好項 目 さ
ママ マん 会マ Jl 
N 
プ 葉 ン会 小プ fミ、 f-ミ し会
9 10 12 14 9 1 8 13 8 8 9 1015 IO 9 4 IO
自 宅 4 2 9 8 5 3 3 34 46. 57 1 4 5 2 I 9 9 5 2 2 
公営住宅 1 4 3 4 13 17. 80 2 2 2 4 2 I I 
公団賃貸住宅 。。
厚生年金住宅 。。
表16 住宅の所有の状況
本 調 査 45年 45年
区分
郡部 都市 % 全道 全国
持 家 46. 5740. 5 42. 59 46.8 58. 0 
公営借家 17. 8012. 58 14. 35 7.1 6. 2 
民営借家 8. 21 11.18 10.18 27. 7 幻.5 
給与住宅 23. 28 34. 26 30. 5 16. 4 6. 9 
間借 り 2. 731.39 1. 85 2. 0 1.2 
その他 1.36 0. 46 
チ ム
143 216 
ト一ー
む 小 美ミ 紋こ
つ 栂
唄セ
ま N N 
沼 ス % 1 % 同 ＋ 
み 好
東 く 2 N 
7 赤 2 
1式＞. L漏>. マ平 別き
1 6 3 9 10 8 
5 4 I 4 4 58 40. 55 92 42. 59
2 2 18 12. 5831 14.35 
。。 。
。。 。
社 宅 1 1 1 2 5 6. 84 7 2 2 3 1 1 3 1 2 2 15. 3827 12. 50
公 宅 2 7 1 1 1 12 16. 43 2 1 3 3 3 3 1 1 3 4 1 2 27 18. 8 39 18. 05
民間賃貸住宅 1 1 1 3 4.10 1 1 1 1 1 1 6 4.19 9 4.16 
間 借 ・1 2 2. 73 1 2 1. 39 4 1.85 
借 屋 1 2 3 4.10 1 1 1 1 2 1 1 1 10 6. 9. 13 6. 01
そ の 他 1 1 1.36 。0 1 0.46 
何らかの形で行つであるかどうかを見ると，郡部で73世帯中36名 49.31 %，都市部では143
世帯中54名 37.76%の主人が行っている と答えている。
では，どんな種目を行っているかは，表18に示す通りである。世帯主のするスポーツに
ついては，経済企画庁の消費者動向予測調査 （45年 2月）によると，休日 を「ごろ寝など
の休息」は所得が高くなるにつれて減少し， 「するスポーツ」が年間所得60万円～90万円
79 
では， 10%で・. 150万円一180万円になると20%と増
大していると報告している。 表18 主人のスポーツへの参加
急速な所得の上昇と週休2日制の採用の速度が速
いとすれば，レジャーの膨脹は明白なことであり，
仕事，テレビ視聴，ごろ寝は減り，旅行，スポーツ
など本格的なレジャーが大幅に増加するものと考え
られる。
次に，家庭の中にどの位の運動具を所有している
かを考えてみる。
普通家庭で運動具，運動服装などを購入するのは，
子供の為が殆んどと云ってよい。持にその欄は設け
なかったが，ここで注目したいのは，自分（主婦）
のために買った，主人のために買ったと云うものの
欄を示してみた。自分のために買った物の中では，
さすがにバレーボールが好きとあってか多く，とび
なわ，スキー，スケート， パ トミン トン用具など 1
人で出来る種目，主人とあるいは，子供と出来る用
具が多く，スポーツに関しては好きと云うような傾
向が見られる。
北海道企画部の家計調査より表20の一世帯当り年
間のレジャー支出をみると，その中でも特にスポー
ツ入場観覧料は，運動用品，スポーツ被服費，入場
観覧料と内容があるが，昭和44年の金額で， 4,184 
円，レジャー支出の構成比からみると 5.1%となる
が．今後これは，急速に伸びることが予想される。
特に冬季五輪後のスケー ト場の増え方とスケー トの
売れ行き，スキー場の混雑を見ても解る。
項 目
ス キ
野 球
ア ス
スケー ト
卓 球
バレ ーボー ル
サ ッ カ
バスケットボール
ノfトミ ン トン
コキ jレ 7 
ボーリング
和 弓
剣 道
マラソ ン
水 J軍
スケ ー ト
ホ ッケ ー
ソフトボ々ル
登 山
陸 上
モーターボート
釣
狩
答 （重管）
郡部 都市部 計 % 
12 16 8. 64 
14 25 39 21. 08 
8 1 5. 94 
2 2 1. 08 
15 19 10. 27
8 9 17 9.18 
0. 54 
3 2 5 2. 70 
2 4 6 3. 24
5 18 23 12. 43
6 18 24 12. 97
2 2 1. 08 
0. 54
3 3 1. 62 
2 2 1. 08 
3 4 2.16 
1. 08 
2 3 1.62 
0. 54
0. 54
0. 54
0. 54
0. 54
これも昭和45年のバレーボールの品不足と需要の増大などで，スポーツ店，デパート に
行列が出来たこともあったが，週休2日制と共にスポーツが盛んにな ると予想されるし，
それに伴って家計に於いてもスポーツ関係の支出も増える。
ところで＼ この大会に出場する為に，どのような経費の負担があるか，指導者用調査用
紙からの回答から集計すると次の如くである。
＠ 個人負担1人当り
1,000円以下....・ H ・－…ー・・・・・…・……・・・………・・…・…・1
1, 000- 2, 000円・・・・ー・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 7
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表19 参加者の家庭の運動具所有状況（重答）
実 数 札幌 % 自分
運動用具 合計 % 
君－目 都 43年 郡
野 球 用 具 40 83 123 58.29 54. 1 2 
卓球パ ツ ト 27 56 83 39.33 28.4 9 
テニスラケット 7 24 31 14.69 16.6 1 
車 球 ~ 1 5 6 2.84 2. 7 
ノf レー ボ ール 25 98 123 58.29 25.4 13 
ド ッチボ ール 8 15 23 10.90 13. 7 1 
サ ッカ ーボ ール 10 27 37 17.53 9.8 。
ソ フ トボール 21 33 54 25.59 20.5 1 
ス キ 52 117 169 80.09 91. 1 ,IQ 
ス ケ ト 40 97 137 64.92 47.5 6 
パト ミン トン用具 35 87 122 57.81 73. 5 6 
登 山 新t 7 28 98 46.44 20.5 3 
ゴ ル フ 用具 6 21 27 12. 79 16.6 。
鉄 棒 6 10 16 7.58 4. 9 1 
と び な わ 47 105 152 72.03 70.5 9 
エキスパ ンダ ー 8 25 33 15.63 22.3 1 
ダ ン J、ミ jレ 2 1 3 1. 42 。1 
ボー リ ング用 具 1 4 5 2.36 。1 
／官 ノ可、 Yレ 1 1 2 0.94 
アイスホッケー用具 1 1 0.47 
柔 道 着 2 2 0.94 
手口 弓 1 1 0.47 
洋 弓 1 1 0.47 
イ ンドアパック 0. 9 
・7 レ イ 0.9 
※郡部は所有無し 3で70名の回答，都市部は所有無し2で 141名の回答である。
5) 
都
4 
10 
3 
62 
2 
1 
4 
43 
41 
45 
7 
6 
。
37 
3 
。
2 
主人
君E 都
13 31 
12 14 
5 13 
3 20 
1 
。。
3 6 
9 56 
13 35 
3 46 
3 19 
6 21 
。。
4 25 
5 16 
2 1 
1 3 
1 1 
2 
1 
1 
※札幌とあるのは，昭和43年に札幌市立体育舘で行っている婦人スポーツサークル参加者を調査
したものである。
表20 6) 1世帯当たり年間のレジャー支出の推移 （全世帯）
実 数（円） 構
区 分
41 年 42 年 43 年 44 年 41 年
レ ジャ ー 支 出 53,215 61,374 68,813 81, 524 100.。
耐 久 Fオ 5,922 8,038 12,247 16,605 10. 1 
吾日7土'C 書．鑑 賞 15, 132 16,483 16, 706 17, 193 28.4 
娯 楽 5, 787 6, 244 8,346 10, 393 10. 9 
旅 行 10,944 11,919 13 257 15,334 20.6 
スポーツ入場観覧料 3, 708 3,944 3, 768 4, 184 7.0 
月 謝 3,432 3, 745 4,007 4,426 6.5 
会費そ の イ也 8,290 1, 001 10,482 13,389 15.6 
消費支出に占める割合 8.4 
（注） 「家計調査」北海道企画部
2, 000- 3, 000円......・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・ ・2
3, 000-4, 000円・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 
4,000-5,000円・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・ ・・1
全額 負 担 ・・・・・…・・… … … ・ー…・・・…・・・……………・・ー 3
平均すると16チームても2,070円である。
成
42 年
100.0 
13. 1 
26.9 
10.2 
19.4 
6.4 
6. 1 
17.9 
8.9 
81 
比 （%）
43 年 44 年
100.0 100.0 
17.8 20.4 
24.3 21. 1 
12. 1 12.8 
19.3 18.8 
5.5 5. 1 
5.8 5.4 
15.2 16.4 
8.9 9.6 
＠ 町村費，町村体育協会等の補助をみる と1チーム当り，最高33,840円で平均20,917
円となり，該当は8チームである。
＠ 寄付による ものは，
4チームが該当し平均13,825円である。
＠ 会費によるもの，
1人当り最低 500円より最高 2,000円と云う ことになっている。
この外に，旅費を市町村提供の広報車等のマイクロパスを利用するところは， 都市部よ
りは，町村の方が，種々の援助が多くある。
時間の使い方は，命の使い方そのものと云 うが，それを本調査より生活時間を正しく記
入 してくれた 125名について睡眠時間をみると，平日で平均7時間56分，バレーボールの
9) 
練習をした日は8時間03分と，練習を した日は早く寝る傾向があるようである。これをN
H Kの国民生活時間調査昭和45年の全国成人女子の平均をみると平日 7時間42分，日曜日
は8時間20分と なっていて，最近の一般的傾向としては， 起床時間， 就寝時聞が共に遅く
82 後藤：家庭婦人バレーボールについての一考察
なっており，「宵っぱりの朝寝坊」にな っているという 。
それに家庭婦人の生品時間で一番注目したいのは家事時
間であろう 。家事時間の区分には，衣類整理，製作， 買
い物，食事用意，食事あと片づけ，掃除，整王旦，家庭事
務などがあるが，大きく炊事（食事用意，あとかたづけ
を含む）洗濯，掃除（衣類整理を含む），買い物と三分
類して平日と練習日を比較すると，いづれの時間をみて
も練習日の方が平日より時聞が短縮されていることから
図1 7）家庭婦人の余暇時間
（注）道総務部 「道政についての世論調査
（婦人の生活）」（45年8月）による。
練習日は朝からはりき って家事をテキパキとし，そうし
て練習に出かけ，翌日に 図2 8）家庭婦人の余暇時間の過しかた
疲れを残さぬように早く 0 10 
寝ることなのだろう。自
分の努力で余暇を作り出
す工夫をしていることが
f司える。
テレビ・ ラジオをみる，きく
新聞雑誌など加 ｜ 
亡コ15
仁コ 12
ンをするなど口 8
20 
（%） 
30 40 50 60 
一I
54 
そのように迄して大好
きなバレーボールをする
のだが，練習を休まなく
てはならないことが多く
あるのが，主婦たる悩み （注） 道総務部 「道政についての世論調査 （婦人の生活）」（45年8月）による。
のーっと云える。すなわち，表22をみると家事の急用な時（来客等）の欠席が多く，次に
表21 参加者の家事時間の比較 N =71 
家事内容 区分 郡 昔日 都市部 x 
平 日 2時間21分 3時間18分 3時間07分
炊 事 の 時 間
練習 日 2時間21分 2時間55分 2時間40分
平 日 1時間57分 2時間07分 2時間03分
洗濯・掃除の時間
練習 日 1時間42分 1時間50分 1時間48分
平 日 1時間06分 1時間35分 1時間29分
貿 物 の 時 間
練 習 日 1時間02分 1時間22分 1時間18分
郡部では，主人の帰宅時間が夜の練習と関係することて＼都市部では，家族や自分の病気
の時が多いことにな っている。その次の段階では郡部では仕事 （職業とかパートタイム労
働）を挙げている。都市部では，公的行事 （PTA）となっていて， PT A婦人の活躍を
物語っている。都市部には家庭行事も多く郡部とはまた違っている事が目につ く。この内
83 
表22 練習を欠席する理由（重答）
類 型 郡部のチーム 都 市 部 の チ ム
総数 73 73 143 143 216 
」
標上 今洞 八和 新 ハ千 岩大 苫稚 永恵 岩 札 む小 美ミ 紋こ
士 爺 雲 見 麻 小内 山庭 見 幌 つ 樽 唄セチ 茶幌 金村 町 寒 十 N
ス 歳 沢 母 ま制 N・ 
% 牧親 沢 沼 ス % I % マ カ マ同 若九 同 同 ＋ ム 若グ
名 ママ ママ 同 マ 津 l 青 マ 好 み 好
東 < 2 .N 
項 目 好 ツ 草ル 妻鱗 ぷ好 マ 赤 2 き ゴ
N 7 7 マん 会マ Jil プ葉 ン会 小プ d耳b、 f'ミ し 会 ぷ耳〉、 l五h、 マ平 別さ
9 IO 12 14 9 1 8 13 8 8 9 10 15 IO 9 4 101 6 3 9 IO 8 
主人の都合 2 5 3 5 1 24 21. 91 1 1 4 1 1 8 5. 5924 1.1 
家事の急用な時 2 4 6 7 1 4 1 32. 87 6 1 3 3 4 4 3 1 3 1 2 3 1 3 3826. 57 62 28. 70 
病気の時 1 1 3 4 1 1 8 15. 06 2 4 1 1 1 1 2 1 2 1 16 1.18 27 12.日
家族の病気 2 1 2 2 1 0 10. 95 6 1 3 4 1 2 4 1 1 1 1 1 3 2 1 32 2. 3740 18.51 
家庭の行事 。。 2 1 1 1 1 3 9 6. 29 9 4.16 
仕事（パート） 1 1 3 1 .6・ 8. 21 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 7. 6917 7.87 
公 的行 事 2 1 1 4 5.47 3 1 1 2 5 1 14 9. 79 18 8. 3 
子供の世話 1 1 1 1 4 5.47 2 1 3 2.09 7 3.24 
習いもの 。。 1 1 2 1.39 2 0. 92 
悪 天 候 。。 1 1 0. 69 1 0.46 
欠席なし l' I.36 1 2 1 4 2. 79 5 2. 31
訳としては， 一家でのドライブて＼内容も体育運動，見学，採集など，子供中心のものが
多く ，今迄の慰安旅行というものが減少している。
表23 10) イ） 余暇利用の志向（定休日） （%） 
43 年 45 年
区 分
全 国 北海道 全 国 北海道
畳寝，読書，テレビ，子供の相手 53.2 48.6 51. 2 52.2 
ス ポ ツ 観 戦 5.3 7. 9 4. 1 3.3 
ス ポ ツ 10.9 16.3 10.4 12. 7 
ハイキング，ピクニック， ドライブ 20;3 27.2 16. 7 16.3 
1 t白 以 上 の 旅 イ’丁ー・ 5.8 6.2 3.3 3.4 
釣，写真，庭いじ り，日 曜大工 21. 9 29.0 1弘6 16. 9 手 芸，け しミ ヲ 事」
買 物， 招 待， 訪 問 17. 7 15. 2 18.3 18.2 
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表 23 ロ）余暇利用の志向 （2日以上の連休） （%） 
43 年 45 年
区 分
全 国 北海道 全 国 北海道
昼寝，読書，テレビ，子供の相手 22. 7 20.3 31. 8 30.3 
ス ポ ツ 観 戦 3. 1 3.8 2. 7 2.6 
ス ポ ツ 6.4 7.2 7.5 9. 1 
ハイキング，ピクニック． ドライブ 18. 7 18. 3 19.5 19. 1 
1 泊 以 上 の 旅 行 39.0 43.4 27.8 27. 7 
釣，写真，庭いじり，日曜大工
14.3 11. 0 15.9 16.3 手 芸，け L、 」ヲ 事
買 物， 招 待， 訪 問 12. 9 16.6 15.8 16.0 
（注）1 「観光の実態と志向」日本観光協会調による。
2 回答は2項目以上である。
4 全道大会のレベルについて
ここでは，レベルと云っても尺度は無いが，選手の経験度より考えてみる。
表24によると全体の 47.68%が 1年未満で郡部の方が多く，普及が遅れていることが解
表24 チームの在籍期間
類 型 郡部の チーム 都 市 部 の チ ム
総数 73 73 143 143 216 
標上 今澗 八和 新 ハ干 岩大 苫稚 永恵 岩札 む 美ミ 紋 」一，
士 爺 雲 見 麻 内 見 幌 唄セ;, 歳 母 山 庭 樽 N チ 茶幌 金 村町 寒十 N 沢 つ ま N
% 牧 親 沢 沼 ス % 1 出マ カ マ 同 若 九 同 同 ＋ ム 同 マ 若 グ 東 N 名 マ マ ママ 津 1 宣同伝 '7 み く 2
ツ ゴ 好
Jレ 妻 鱗 ぷ好 好 マ 赤 2 項 目 さ 好 草
マ マ
N 
マん 1弐〉、 7 川 プ葉 ン会 プ 会 会 し 1弐λ 1毛' d耳λ マ平 別 さ
9 10 12 14 9 1 8 13 8 8 9 1015 10 9 4 10 1 6 3 9 10 8 
l 年未満 3 9 10 7 4 3 8 44 60. 27 8 6 2 6 2 4 2 3 2 4 2 6 9 3 59 41. 25 103 47. 68
2 年未 満 6 1 2 7 5 1 2 30. 13 5 2 3 1 3 6 3 3 2 3 2 1 1 2 1 2 40 27. 97 62 2浩田70
3 年未満 3 3 4. 10 3 2 2 5 3 3 5 5 1 1 30 20. 973 15. 27
4 年未 満 3 3 4. 10 3 2 4 2 1 7目6914 6. 48
5 年未 満 1 1. 36 3 2. 09 4 1.85 
る。
次に表25，表26の全国調査のものをまず見ると，上位12チームには，学校時代， 卒業後
表25 1）バレーボールの経験
上 イ立
学校時代・卒業後共にある
下 位
上 位
学校時代のみ
下 位
上 イ立
卒業後のみ
下 位
上 位
な し
下 位
上 b位
無記・不明
下 位
注上位とは第1回戦の 1位12チー ム
下位とは第1回戦の4位12チーム
のことで、ある。
上位N=145，下位N=141 
53. 1 
4. 7 
29.0 
42.6 
4. 1 
1. 4 
13.8 
10.6 。
0. 7. 
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表26 12）試合のレベル
一上 位 12.8 
社内大会
下 イ立 10. 3 
上 位 16. 7 
町村部落大会
下 イ立 20.3 
上 位 19.2 
都道府県大会
下 イ立 37.5 
上 位 7. 7 
ブロック大会
下 位 10. 9 
上 位 42.3 
全国大会
下 イ立 18.6 
国際大会 上
イ立 1. 3 
下 位 。ー
注上位，下位については表25と
同じである。
にも試合経験のある者が多く，また家庭婦人の目的よりはずれた考え方のチームがあった
それは国際大会の経験者が上位チームに 1.3%いたことで，昔のエースの返り咲きなどと
報道されたが，自分自身では出場するべきではなかったと反省する者が殆んどであったよ
うである。これも第二回大会より改められた中学校区よりチーム編成をすることとなり，
0 B型，同好会型のチームは殆んど無くなって来たが，町村においては別に問題はないよ
うで、ある。
本調査によるものを表27にみると，郡部チームの選手の経験は 61.64 %，都市部チーム
は 69.23%となっている。これは各地区の予選に勝って出場していることから考えても，
過去に選手の経験を多く持っているチームが順当に勝って参加している。
では，何時頃に経験があったかをみると，郡部では中学校，高校時代が半々住であり，
都市部では，高校時代の経験者の方が多く，進学の状況より考えても異論のないところで
ある。
次にどんな大会を過去に経験したかをみると，北海道ではさすがに国際経験を持つ者は
いないが，全国大会に参加した者が郡部チームで2名，都市部で17名となっている。中で
も「むつみ会」は経験者ばかりの同好会で，全員が高校で全道大会以上の大会の経験を持
っている。
また，札幌同好会も同じことが云える。第 1回の全国大会に北海道を代表で出場したチ
ームであり，全国大会においても地元新聞には mゃったぞベービ＿，，と大きな見出しで活
躍が報道された。
86 後藤：家庭婦人バレーボールについての一考察
第二回の全国大会（昭和46年度東京）には恵庭九鱗会（恵庭市）が出場し，全員自衛官
表 27 バレーボール選手の経験
類 型 郡部のチーム 都 市 部 の チ ム
総数 73 73 143 143 216 
一標 上 今洞 八 和 新 ハ干 岩大 苫 稚 永恵 岩 札 む 美 ミ 紋こ
士 爺 雲 見 麻 内 庭見 唄ス 歳 母 山 幌 樽 セ 制チ 茶幌 金村 町 寒 十 .N 沢 つ ま r.
% 牧 親 沢 ir4 % I % マ カ マ同 若 九 同 同 スム グ ＋ 
名 マ ママ マ 同 マ 1章 l 青 マ 若 み 東 < 2 N. 
ツ ゴ 好
lレ 妻 鱗ぷ 好 好 赤 2 き好 草 マ
項 目
ママ マん d五〉、 マ川 プ 葉 ン会 プ 会 会し i京h、f, ぇ ぷ，ミ、マ 平 目j さ
N 
9 10 12 14 9 1 8 13 8 8 9 10 15 10 9 4 10 1 6 3 9 10 8 
経 あ る 6 8 7 6 7 6 545 61.64 4 3 6 7 4 1 8 5 2 10 1 5 2 6 10 5 9 69. 23 14 66. 6
な し 3 2 5 7 2 4 3 26 35. 61 9 5 2 2 6 4 2 4 2 0 。l I 3 0 3 4 30. 76 70 32 . 40
験 無記不明 2 2. 73 。0 2 0. 92
時 経験あるN 6 8 7 6 7 6 5 4 4 3 6 7 4 1 8 5 2 10 1 5 2 6 10 5 99 14 
中学校 3 4 4 2 1 4 2 20 4. 44 。 1 4 3 5 5 2 I O 。。l 2 2 26 26. 2646 31.94 
高等学校 3 4 3 3 5 2 3 23 51. 1 4 3 5 3 I 6 3 I 10 1 5 2 5 8 3 73 73. 73 96 6目66
代 クラプ等 1 1 2 4. 4  。0 2 0. 92
『
大 全 国 1 2 10. 52 1 3 9 2 17 29ιz 20 25. 97 
辺耳、 道 内 1 1 3 15. 78 2 2 3 4 2 2 1 3 2 1 I I 2 26 4. 82 29 37.筋
規 地 区 1 2 1 3 4 3 14 73.68 3 l 2 I I I 4 I 14 24. 13 28 36. 36
模 計 3 2 2 3 5 1 3 942. 2 4 2 2 4 0 6 2 3 I 7 1 2 2 4 6 1 5758. 587 53. 47 
夫人と云う珍らしいチームで，主人・子供の協力が実を結び， C組優勝 と輝やかじい戦績
を残した。
この恵庭九鱗会チームの出場した第二回全国家庭婦人バレーボール大会の結果報告書よ
り， 一部引用してみると，
恵庭九鱗会の勝因、、根性ノ 明猛烈な闘志N
0常に自分を含む全体を考えチームヲークをとりながら，腹の底から掛声をはり上げた。
0各人共通の目的 （全国丸会）に向って最大の努力を傾注 し，ファイトを燃やした。
。女性特有の感情にまき込まれなかうた。
0チーム編成について感情にと らわれることなく ，実力主義をまっとう した。
0マネジャー，ゴーチ共，常にベス トコンデイショ ンで練習に臨み，選手の調子を掌握出
来た。
表28 家庭婦人バレーボールを始めてからの自分の変化
、や＼ 類 型 郡部のチーム 都 市 昔日 の
交＼総 数 73 73 143 
草案 上 今 i同 ノL 辛口 事斤 ノ、 千 岩 大 苫
干現母内タ佳
五く 恵 岩 キL む
変 チー 士 爺 雲 ス 見 麻 づ、 山 庭 見 幌
化 ム名 茶 金 キ寸 開丁 寒 十 歳 t尺 牧 ィ尺
ザフ
の
中晃 ？ミF
N. l % カ マー 同 若 ブL 同同 育 若 み項 目 状 て＜ て7 て＜ マー て7 津 ツ マー 金子 Yレ 妻 鱗 好
態 N さ
貴子 ゴ 草 ぷ
マー てr で7 ん 会 ョーF il 70 業 ン 会 づ、 ブ 会 d五S、 し メ耳〉、 バZ色コミ、
9 10 12 14 9 11 8 13 8 8 9 10 15 10 9 4 10 11 
減 つ た 3 4 3 5 6 4 1 26 35. 61 3 5 1 4 3 5 2 2 1 3 
体 重 変らない 3 3 5 7 1 5 6 30 41. 09 5 3 4 4 5 7 5 6 1 3 7 
増 え た 3 3 4 2 2 。1 15 20.54 5 。2 1 2 3 3 1 1 4 2 
良 しミ 7 9 10 9 9 7 5 56 76. 71 13 8 7 9 9 14 9 5 3 8 7 
身体の調子 変らない 1 1 2 3 。1 3 11 15. 06 。。。。1 1 1 4 。1 2 
悪 しミ 1 。。2 。1 。4 5. 47 。。。。。。。。。1 1 
身体の柔軟度
柔く な った 3 4 4 6 5 1 4 27 36. 98 8 6 6 3 7 10 7 5 2 6 4 
変 らない 6 6 8 8 4 8 4 44 60.27 5 2 1 6 3 5 3 4 1 4 6 
よく眠る 6 3 6 4 8 2 6 35 47.94 8 5 6 6 8 13 9 4 2 6 4 
睡眠について 変 ら ない 3 7 6 8 1 7 2 34 46.57 5 3 1 3 2 2 1 5 1 4 6 
眠れない 。。。2 。。。2 2. 73 。。。。。。。。。。。
食 欲がある 3 6 5 4 5 4 3 0 41. 09 8 。4 6 7 11 8 2 2 5 5 
食事について 変らない 6 4 7 9 4 5 6 41 56.16 5 8 3 3 3 4 2 7 1 5 5 
食欲がな い 。。1 1 。。。2 2. 73 。。。。。。。。。。。
機敏になった 2 3 4 2 3 。2 16 21. 91 3 1 3 3 6 5 3 1 1 5 4 
臼常について 変らない 7 7 8 12 6 8 6 54 73. 97 10 7 4 6 4 10 7 8 2 5 6 
ぶ しミ 。。。。。1 。1 1. 36 。。。。。。。。。。。
しなな し＇ 1 4 3 5 1 1 2 17 23. 28 1 。。4 3 3 2 。2 2 3 
疲労について 変 ら な い 6 4 8 2 6 2 2 30 41. 09 11 6 5 2 5 9 8 9 1 7 6 
す る 2 2 1 7 1 6 3 22 30. 13 1 2 2 3 2 3 。。。1 1 
生活について
張りが出た 5 9 7 8 9 5 4 47 64.38 12 5 7 8 8 14 8 6 3 6 8 
変 ら ない 4 1 5 7 。4 4 25 34.24 1 3 。1 2 1 2 3 。4 2 
性格について
明るくなった 3 1 4 4 2 5 1 20 27.39 4 2 2 3 4 5 5 2 2 2 1 
変らない 6 9 8 10 7 4 7 51 69. 86 9 6 5 6 6 10 5 7 1 8 9 
社交性ほっドて
社交的になった 1 2 4 3 4 3 。17 23. 28 5 2 3 2 6 5 4 3 。1 2 
変 ら な い 8 8 8 11 5 6 8 54 73.97 8 6 4 7 4 10 6 6 3 9 8 
家庭の雰囲気
なごやかになった 2 。2 。1 1 2 13 17.80 5 2 4 4 6 7 3 。2 2 3 
変 信 ない 7 10 10 14 8 8 6 58 79.45 8 6 3 5 4 8 7 9 1 8 7 
身だしなみ
気を つ ける 2 。2 。1 1 2 8 10. 95 。2 3 4 6 5 3 1 3 3 
変らない 7 10 10 14 8 8 6 63 86.30 13 6 4 5 4 10 7 8 2 7 7 
記入なし 。。。。。2 。2 2.73 。。。。。。。。1 。1 
チ ム
ノJ、 美 、 最喧 」守
樽 R貝 セ
V召 ま同 ス
東
古子 赤 く亨ー
fコhミ マ 平 日リ さ
6 3 9 10 8 
2 2 4 3 
3 1 3 3 5 
2 。2 2 。
5 3 4 9 6 
1 。1 。2 。。2 。。
3 1 5 5 4 
3 2 2 4 4 
2 3 6 7 6 
4 。1 2 2 。。。。。
4 1 6 1 6 
2 2 1 8 2 。。。。。。。2 。2 
6 3 5 9 6 。。。。。。。1 2 3 
5 。2 6 4 
1 3 4 1 1 
3 2 4 8 6 
3 1 3 1 2 
2 2 2 1 4 
4 1 5 8 4 
1 。1 1 2 
5 3 6 8 6 
1 。3 2 2 
5 3 4 7 6 
1 。。。1 
5 3 7 9 7 。。2 1 。
143 
。N2 % 
42 29. 37 
65 45.45 
30 41. 09 
119 83.21 
14 9. 79 
4 2.79 
82 57.34 
55 38.46 
95 66.43 
42 29. 37 。 。
76 53. 14 
61 42. 65 。 。
39 27.27 
98 68. 53 。 。
26 18. 18 
86 60. 13 
25 17.48 
106 75. 52 
29 20.27 
43 30.06 
94 65. 73 
38 26. 57 
99 69.23 
46 32. 16 
91 63.63 
33 23.07 
104 72.72 
6 4. 19 
216 
N 1 
十
N 2 
68 
95 
45 
175 
25 
8 
109 
99 
130 
76 
2 
106 
102 
2 
55 
152 
1 
43 
116 
47 
155 
54 
63 
145 
55 
153 
59 
149 
41 
167 
8 
% 
31. 48 
43. 98 
20. 83 
81. 01 
11. 57 
3. 70 
50. 46 
45.83 
60目18
35.18 
0. 92 
49. 07 
H.22 
0. 92 
25. 46 
70. 37 
0. 46 
19. 90 
53. 70 
21. 75 
71. 75 
25. 00 
29. 16 
67. 12 
25. 46 
70. 83 
27.31 
68.98 
18. 98 
77. 31 
3. 70 。
、司
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0札幌地区大会，北海道大会の記録を統計的，科学的にデーターを出し弱点を重点に練習
した。
0家庭婦人バレーボールにおいてはチャンスボールが返って来る率が非常に多いので，チ
ャンスボールをうまく生かすのは正確なパス以外にない。その為にも基礎練習に徹した。
以上のように，一つの目標に向って，自分遠の努力を結集した結果であろ う。
このチームは本調査を行った全道ママさん大会にも優勝し， また昭和47年度にも全道で
優勝している。これは中学校区のまとまり易い地域性と同じ職業の夫を持ち，しかも自衛
官夫人と云う環境が恵まれていることも一つの要因と考えたい。
このようにバレーボールを行っていて自分がどのように変化しているのかを表28にみよ
う。これをみると，身体の調子，睡眠，食事等，殆んどの項目に渡って良い結果が出せて
り，まだスポーツをおっくうがっている主婦が多くいるはずで、あるが，これをどう導いて
行くかが今後のバレーボールだけでなく，社会体育の大きな要点になるではないだろう
か。
V ま と め
1. チームのタイプをみると，北海道に於いては同好会型が一番多く， PT A型がこれに
ついでいる，ことからPT A母体で育ったグループは，やがて子供が卒業すると所属が
なくなることが原因で＼今後はますます同好会型チームが増えて来る。そ こでますます
指導者の不足の問題がでてく る。
指導者の殆んどが， 小中学校教員であること から社会体育の問題が山積する。
2.練習会場までの距離ではなく，約40分以内に行ける場所が一番都合がよく，練習時間
を含めて， 3時聞から 3時30分位が丁度よい。週に I-2.回が適当とされている。
3.練習会場では，特に日中の練習では母子が安心してバレーボールができ，子供は安心
して遊べる施設があること。それに幼児の体力づくりを指導する者がいると申し分ない。
4. 参加者は，子供に手のかからなくなった30代の主婦が多く ，サラリーマンの主婦が大
半を占める中産階級の家庭が多い。ま た夫のスポーツの経験も豊かである。 したがって
ただ単にバレーボールだけにとどまらず，本道の特性であるスキー，スケートも家族で
行なわれていることが多い。
5；指導者の問題にしても， 多くは小中学校の教員であるため， これからの家庭婦人パレ
ーボール講習会なども小学校及びスポーツ少年団向きコースと同時に開催すべきであ る。
6.経費については，全額町村助成は好ましくなく ，他者依存的傾向を示すようであって
は，スポーツ活動に対する物の考え方に混乱を生ずので，関係各位に考慮を望みたい。
7. いくら全道大会であっても「試合志向型」になっては意味がなく，対外試合はあくま
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でも「楽しみ志向型」であって，親善を目的として行なってほしい。
8. 全体的には 1年， 2年の在籍期間の者が多く，これからの方向づけを協会，教育委員
会等が正しく指導する責任がある。
9. チーム内の人間関係の問題が，チームを良くするか，また悪くするかの要めともなっ
ているので指導者は，本質をよく理解し指導してもらいたい。
10.親善を目的としても，だんだん勝つようになると，志向が変ってくるもので，勝つ味
をおぼえるとか，勝つ楽しさがあるものである。広く話し合いの場を持ち，そのチーム
の成員聞にトラブルが起らないようにチーム運営に気をつける必要がある。
11. 家庭婦人がスポーツに親しむことは非常によいことは解っていても，そのスポーツに
方をけるマナーをしっかり身につけてI頁きたい。
わが国は，スポーツの盛んな国の部類に入るが，世界的にみれば，まだまだである。な
るほどスポーツの愛好者が多いが，大多数は引見て楽しむH 方で，白から、、するスポーツ内
に親しむ人は，社会人で 1割位という。
日本体育協会が1968年， 69年の両年度に調査した結果「国民の41%は年聞を通じてスポ
ーツを全くしていない」ということが解った0・しかも「せいぜい月に 1・2度しかスポー
ツをしていない者を合わせると67%と，国民のほぼ%はほとんどスポーツをしていない。」
それが家庭婦人となるともっと少しh やってみたいという人は多いに違いない。だが手
近なところに適当な施設・場所がない。
「体育」は，知育，徳育とならんで＼確かに教育の一環であり，各人の生涯の問題であ
る。しかし堅苦しく考えなくても，健康維持，増進によいばかりでなく，ますます増大す
る余暇時間の利用に最もふさわしいものの一つである。
田中首相は，日本列島改造を押し進めようとしているが国民の身近な場所でのスポーツ
施設の増設は，生涯教育の意味からも不可欠もののである。西ドイツの黄金計画に学び，
日本列島改造論も，こうした点を十分に考慮に入れて，真の人間性の回復を中心としたも
のとしてほしい。
最後に，この報告を，これからの家庭婦人バレーボールの普及のための資料の一部とし
て提供したい。また資料収集に当り，北海道バレーボール協会，北海道教育委員会等多く
の参加チームメンバー，及び指導者各位に心よりお礼を申し上げると共に今後の御指導を
お願い申し上げます。
坂井壱郎教授定年御退官にあたり，今日までの御指導を真心よりお礼申しあげます。今
後ますます御壮健で、ありますようお祈りいたします。
90 後藤：家庭婦人バレーボールについての一考察
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